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・湖南市景観条例第 7条に基づき、景観計画区域内において良好な景観の形成を図るため、 

特に必要があると認める区域を「重点地区」とします。 

その他の区域については周辺の景観に与える影響が大きい大規模な建築物等について景観 

形成を行う「一般地区」とします。 

・重点地区は、「湖南市景観づくりの基本方針（平成 25年 4月）」に掲げる重点地区候補地 

の中から地域の理解が得られた区域について、順次、湖南市景観計画「重点地区」に追加す 

ることにより、充実を図ります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖南市景観計画区域（市全域） 

 重点地区 

良好な景観の形成を図るため、特

に必要があると認める区域で地域

の理解が得られた区域 

野洲川及び国道１号周辺地区 

三雲地域旧東海道沿道地区 

 一般地区 

大規模建築物等について景観形成

を行う区域 

重点地区を除く湖南市全域 
（重点地区候補地を含む） 

 
 

重点地区候補地 

地域の個性を活かしたまちづく

りを促進する必要がある区域 

石部地域旧東海道沿道地区 

湖南三山周辺地区 

重点地区とは 

平成 26 年 12 月 26 日告示 

平成 28 年 12 月 26 日 告示 

資料４‐１ 



旧東海道沿道の景観づくりの方針（「湖南市景観づくり基本方針（平成 25 年４月）」より） 

《景観づくりの方向性》 
 

 

 

 

 

 

 

《景観づくりの展開イメージ》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【歴史街道東海道らしさが感じられる街並みづくり】 

・古（いにしえ）の時代から現代、さらに将来へと続く歴史の積み重なりが感じられる街並みづく

りを目指します。 

・特に、東海道として多くの人が行き交った往時を偲ばせる名所旧跡や伝統的な街並みが醸しだす

独特の歴史的な雰囲気を大切にし、現代の暮らしやすさや豊かさ、安心安全との調和を図りなが

ら、良好な景観づくりを進めます。 

 

【街道に暮らす人々、行き交う人々にとって心地よい共有空間づくり】 

・古くから多くの人が行き交い、街道として、また、人が暮らす場として発達した東海道の道路空

間は、家の中から通りの気配を何となく感じ取ることができるなど、人々が暮らし、歩く空間と

して適度な距離感のスペースとなっています。 

・休日を中心に東海道を散策する人々が増えている一方で、国道１号バイパス、市道南部中央線の

整備によって東海道における日中の自動車交通量にも変化が見られます。今一度、安心安全に暮

らすことができ、散策を楽しむことができる場として東海道の価値を見つめ直し、温かみのある

心地よい空間づくりを目指します。 

石部宿をはじめとした歴史的

な資源が集積するゾーンとし

て、受け継がれた歴史的街並

みを守るために、建築物や工

作物に関するルールを導入し

街並みの保全に取り組むとと

もに、舗装の高質化、無電柱

化、自動車交通の抑制などに

よる散策しやすい環境づくり

を進めます 

駅舎や駅前の建築物について

は、将来的な建替えの際に高

さ、形態、色彩、敷地の緑化

など東海道の玄関口にふさわ

しい景観誘導を進めます 北口は駅舎改築の際に

形態、色彩など東海道の

玄関口にふさわしい景

観づくりを進めます 

伝統的な様式の建築物が多

く軒を連ね、歴史的な名所・

旧跡が立地する東海道筋全

体において、地域に愛着と誇

りを感じながら暮らし続け

られるように、東海道らしさ

と落ち着きのある街並み景

観づくりを進めます 

南口は土地利用に合わ

せて良好な景観づくり

を計画的に誘導します 

暮らしへの影響に配慮しながら、歩行者と自動車の共存、建築物の高さや形態、色彩な

どに関するルールの導入に取り組みます 

自動車の流入抑制、建築物などの高さや形態、色彩などに関するルールの導入に取り組み

ます 

新規に宅地化が進む区

域では、敷地の緑化を

誘導するなど街並みへ

の影響を最小限に抑え

ます 

散策する人と心の通じ合う

ふれあいの促進、地域活性

化の場として休日における

一服茶屋の開設など地域主

体の活動を支援します 

南口は東海道への案内表示

の設置などを進めます 市道南部中央線へ自動車交通を誘導

し、東海道への流入を抑制します 

地域の地形特性を表す近代土木遺

産である大沙川随道を保全、地域の

ランドマークとして活用します 

石部宿本陣跡は往時の雰囲気

が感じられる演出を行います 

※地域住民の主体的な景観づくり活動の展開、方向性と

歩調を合わせて内容を再精査しながら進めます。 


